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広報みやま　2020.10月号 24

HAPPY　BIRTHDAY　みやまっ子
10月生まれの赤ちゃん（満1歳）

市のホームページにも広報みやまを掲載しています。

11月生まれの赤ちゃん募集　応募締め切り10月15日㈭
◦応募対象　市内に住所があり、満１歳を迎える赤ちゃん
◦応募方法　次のものを、持参、郵送、または電子メールで市役所へ提出してください。
	 ①赤ちゃんの写真（赤ちゃんの頭からあごまで全体が写ったもの。写真の裏には名前を記載してください）
	 ②名前などを書いたもの（赤ちゃんの名前、ふりがな、生年月日、性別、住所、保護者名、40字以内のコメント、連絡先電話番号）
◦応募先・問い合わせ　〒835-8601　みやま市役所秘書広報課（℡64-1501）電子メール  jouhou@city.miyama.lg.jp
※使える絵文字は♥★♪の3つです。
※応募いただいた写真および個人情報は「みやまっ子」以外の目的には使用しません。また、写真は返却しません。
※メールでの応募の場合は受付完了のメールを返信します。２日以上返信がない場合は再度お送りください。 

西嶋 瞬
しゅん

くん
１０月６日生まれ

（高田町）

お誕生日おめでとう★
元気いっぱい大きく
育ってね♪生まれてき
てくれてありがとう♥

新保 達
た つ み

己くん�
１０月１０日生まれ

（瀬高町）

生きろ、向上心を持っ
て！道を切り開け、自
分の意思で！

宮原 響
ひびき

くん�
１０月２０日生まれ

（高田町）

お誕生日おめでとう★
食いしん坊で笑顔が
可愛い響♥沢山遊ん
で大きくなってね♪

阿部 ひなのちゃん�
１０月１１日生まれ

（瀬高町）

うちの４人きょうだい
末っ子ちゃん♥みんな
から愛される優しい女
の子になってね♥♥

▼
水
道
の
水
の
冷
た
さ
に
、
秋
の
訪
れ

を
感
じ
ま
す
。
こ
の
号
が
発
行
さ
れ
る

頃
に
は
ま
す
ま
す
過
ご
し
や
す
い
気
候

に
な
っ
て
い
て
、
意
志
の
弱
い
私
も
、

朝
の
散
歩
を
再
開
し
て
い
る
・・・
は
ず
。

▼
私
に
と
っ
て
の
秋
は
、
読
書
と
食
欲

の
秋
。
1
冊
の
本
を
集
中
し
て
最
後
ま

で
読
み
続
け
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
10
月
27
日
か

ら
は
読
書
週
間
。
本
棚
の
中
の
読
み
か

け
の
本
た
ち
（
何
冊
あ
る
か
も
よ
く
わ

か
ら
な
い
）
を
、
ラ
ス
ト
ペ
ー
ジ
ま
で

し
っ
か
り
駆
け
抜
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
え
っ
ぴ
ー
）

▼
10
月
は
み
や
ま
市
で
「
P
a
y 

P
a
y
」
の
ボ
ー
ナ
ス
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
行
わ
れ
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
使
っ
て
い
な
い
人
も
、
こ
れ
を
機
に

検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
推
進
さ
れ

て
い
る
中
、
私
も
「
P
a
y 

P
a
y
」

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
み
ま
し
た
。
最

初
は
使
い
方
な
ど
で
戸
惑
い
ま
し
た

が
、
と
て
も
便
利
で
す
。
と
こ
ろ
が

あ
る
日
、
ア
プ
リ
を
使
っ
て
買
い
物
を

し
て
い
た
ら
店
員
さ
ん
に
「
P
a
y 

P
a
y
は
使
え
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
ド

キ
リ
。
４
千
円
の
シ
ャ
ツ
に
対
し
て
財

布
の
中
に
は
２
千
円
し
か
入
っ
て
お
ら

ず
、
友
人
に
お
金
を
貸
し
て
も
ら
う
こ

と
に
。
会
計
前
に
よ
く
確
認
し
て
い
な

か
っ
た
自
分
が
悪
い
の
で
す
が
…
。
み

な
さ
ん
も
ご
注
意
を
。（
て
ん
）

広
報

つ

れ

れ
づラジオ体操講習会（撮影＝9月12日まいピア高田）

　距離を取り、適宜マスクを外すなど、コロナ対策・暑さ
対策をしながら開催されました。（関連記事 16㌻）

紙芝居に耳を傾ける園児たち 山
川
地
方
の
民
話
を
伝
え
る

山
川
地
方
紙
芝
居
お
披
露
目
会

　

９
月
５
日
、
市
文
化
協
会

山
川
郷
土
史
会
に
よ
る
山
川

地
方
紙
芝
居
お
披
露
目
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
会
は
山

川
町
の
伝
説
・
民
話
に
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
そ
れ

ら
を
紙
芝
居
形
式
に
し
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。
お
披
露
目

会
に
は
山
川
東
部
保
育
園

の
園
児
や
市
民
ら
約
40
人
が

参
加
。
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
栞し

お
り
」
の
皆
さ
ん
の
読
み
上

げ
に
よ
り
「
鼻
垂た

れ
小
僧
さ

ん
」「
九つ

づ
ら折
の
田た
に
し螺
」「
蒲
池

山
の
大
蛇
」
の
３
作
品
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
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高
齢
者
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
支
援
し
て
い
ま
す

～
安
全
安
心
で
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、主
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
～

特集

問
介
護
支
援
課 

高
齢
者
支
援
係
（
℡
６
４
・
１
５
7
0
）

元
気
が
出
る
学
校

通
所
型
の
介
護
予
防
教
室
で
す
。
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
対
象
者
ご
と
に
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成

し
ま
す
。
短
期
集
中
的
に
介
護
予
防
に
取
り
組
み
、
生

活
機
能
の
維
持
向
上
や
、
介
護
予
防
の
習
慣
化
と
意
識

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

■
対
象

要
支
援
１
、２
の
認
定
者
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
対
象
者 

■
期
間

　
4
カ
月
間（
全
16
回
。毎
週
1
回
、午
前
10
時
～
正
午
）

元
気
ク
ラ
ブ

■
対
象

　
65
歳
以
上
の
方

「
元
気
が
出
る
学
校
」の
卒
業
生
で
、
足
腰
に
不
安
が
あ

る
人
な
ど
が
、
運
動
や
認
知
症
予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
期
間

　
お
お
む
ね
3
年
間（
毎
週
1
回
、午
前
10
時
～
正
午
）

■
内
容

緊
急
通
報
装
置
を
貸
し
出
し
ま
す

　

受
信
セ
ン
タ
ー
に
専
門
的
知
識
を
有
す
る
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
24
時
間
３
６
５
日
配
置
し
、１
人
暮
ら
し
高
齢
者

な
ど
の
家
庭
内
の
事
故
・
病
気
な
ど
に
よ
る
通
報
を
受
け

付
け
、緊
急
対
応（
消
防
署
へ
の
通
報
、親
族
・
関
係
者
へ
の

連
絡
な
ど
）を
行
い
ま
す
。

　

月
１
回
の
安
否
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、日
常
的
に
健

康
相
談
や
生
活
相
談
な
ど
の
対
応
も
行
い
ま
す
。

■
対
象　
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

■
利
用
料　
無
料

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

▪
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、知
識
や
経
験
を
活
か
し
、活
躍
し
続
け
る

「
生
涯
現
役
社
会
」を
目
指
し
て
支
援
し
ま
す

▪
介
護
予
防・日
常
生
活
支
援
総
合
事
業（
総
合
事
業
）を
利
用
し
て
、

自
立
し
た
生
活
を
続
け
ま
し
ょ
う

配
食
サ
ー
ビ
ス　

　

食
事
の
調
理
が
困
難
な
人
を
定
期
的
に
訪
問
し
、栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
提
供
す
る
と
と
も
に
安
否
確

認
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

　
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、高
齢
者
の
世
帯
な
ど
で
、

虚
弱
、障
が
い
な
ど
に
よ
り
食
事
の
調
理
が
困
難
な
人

■
利
用
料　
１
食
３
６
０
円（
１
日
１
食
ま
で
）

高
齢
者
等
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業

　

高
齢
者
な
ど
の
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
の
抑
止
を
図

る
た
め
、運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
支
援
し
ま
す
。

■
対
象

　

み
や
ま
市
に
住
所
が
あ
り
、有
効
期
間
内
の
す
べ
て
の

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
人
で
、次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①
満
70
歳
以
上
の
人（
自
主
返
納
時
）

②
健
康
上
の
理
由
に
よ
り
運
転
に
不
安
を
感
じ
る
人

■
支
援
内
容

❶
タ
ク
シ
ー
利
用
券（
年
間
３
万
円
×
２
年
間
）の
交
付　
　

❷
運
転
経
歴
証
明
書
取
得
奨
励
金（
１
１
０
０
円
）の
交
付

■
申
請
期
限

　

運
転
免
許
の
取
消
日
か
ら
１
年
以
内

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所

環
境
上
の
理
由
や
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
居
宅
で
の

生
活
が
困
難
な
高
齢
者
の
入
所
措
置
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
均

等
割
の
み
の
世
帯
の
人

（
入
所
判
定
委
員
会
で
施
設
へ
の
入
所
が
認
め
ら
れ
た

人
）

■
利
用
料

　

本
人
と
扶
養
義
務
者
の
収
入
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す

　
　
　

み
や
ま
市
老
人
ク
ラ
ブ　

　

地
域
の
高
齢
者
で
構
成
さ
れ
た
、会
員
数
が
お
お
む
ね

30
人
以
上
の
団
体
で
す
。生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
、会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、健
康
を
増
進
す
る

活
動
や
社
会
奉
仕
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
や
ま
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

現
在
、
約
２
０
０
人
の
会
員
が
、
請
負
・
委
任
・
派

遣
の
形
で
仕
事
を
受
け
、
地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

会
員
は
個
人
事
業
主
と
し
て
収
入
を
得
て
い
ま
す
。
仕

事
を
依
頼
さ
れ
た
人
か
ら「
ま
た
お
願
い
し
ま
す
」と
言
わ

れ
る
こ
と
を
励
み
に
取
り
組
み
、
生
き
が
い
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■
お
も
な
仕
事
内
容

▽
施
設
管
理
▽
屋
外
作
業（
剪
定
・
草
刈
・
除
草
・
運
搬
）

▽
屋
内
外
の
清
掃
▽
高
齢
者
施
設
で
の
洗
濯
・
清
掃
▽

竹
炭
▽
竹
細
工
▽
農
園
▽
食
品
加
工
▽
剪
定
屑
粉
砕
事

業
▽
生
活
援
助
訪
問
サ
ー
ビ
ス（
下
記
※
）

問
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
℡
２
２
・
６
６
３
６
）

　

音
楽
体
操
、ス
ト
レ
ッ

チ
、貯
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ　

な
ど

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

■
対
象

　
65
歳
以
上
の
方

自
分
や
家
族
の
健
康
維
持
の
た
め
、
ま
た
、
地
域
や
周

り
の
人
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
人
を
対
象
に
し
た
講
座
で

す
。
栄
養
、
運
動
、
介
護
予
防
な
ど
に
つ
い
て
の
内
容
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
修
了
者
は
介
護
予
防
教
室
な
ど
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業

（
ス
マ
イ
ル
ポ
イ
ン
ト
）

■
対
象　
65
歳
以
上
の
方

高
齢
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
地
域
貢
献
や

社
会
参
加
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
健
康
な
日
々

を
過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

市
内
の
小
中
学
校
や
介
護
保
険
施
設
な
ど
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
と
、
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
、
ポ
イ
ン

ト
に
応
じ
て
奨
励
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
に
は
、
事
前
研
修
と
ス
マ

イ
ル
メ
イ
ト
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
教
室
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
生
活
援
助
訪
問
サ
ー
ビ
ス

生
活
援
助
訪
問
サ
ー
ビ
ス
は
、
今
年
度
か
ら
、
み

や
ま
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
市
の
委
託
に
よ

り
行
っ
て
い
ま
す
。
家
事
な
ど
が
困
難
な
人
の
ご
自

宅
で
身
体
介
護
を
伴
わ
な
い
生
活
援
助
を
行
い
、
自

立
し
た
生
活
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

■
内
容

　
音
楽
体
操
、ス
ト
レ
ッ
チ
、

貯ち
ょ
き
ん筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ　

な
ど

問
介
護
支
援
課 

高
齢
者
支
援
係

　
（
℡
６
４・１
５
7
0
）

▲シルバー人材センターで
は、さまざまな仕事を行っ
ています

▲タクシー利用券

▼配食サービスの例

▲緊急通報装置

う
け
お
い

せ
ん
て
い

せ
ん
て
い
く
ず
ふ
ん
さ
い

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
対
策
の
た

め
、元
気
が
出
る
学
校
・

元
気
ク
ラ
ブ
い
ず
れ
も

時
間
を
通
常
よ
り
短
縮

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

　
要
支
援
１
・
２
の
認
定
者
、介
護
予

防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
対
象
者

■
内
容

　
日
常
的
な
掃
除
、洗
濯
、食
事
の
準

備
、ご
み
出
し
な
ど

■
利
用
料　
1
回
あ
た
り
60
分
以
内　

２
０
０
円
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みやまｉｎｆｏ
制度や行事の情報発信

二十歳の成人式（令和3年1月10日㈰開催）のお知らせ
問 社会教育課 社会教育係（℡32-9180）

式
典
は
2
部
制
で
開
催
し
ま
す

令
和
３
年
1
月
開
催
の
成
人
式
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
地

区
を
分
け
て
午
前
と
午
後
の
２
部
制
で
開
催
し

ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
に

よ
り
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
変
更
す
る

場
合
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
日
時　
令
和
３
年
1
月
10
日
㈰

▽
午
前
の
部（
瀬
高
地
区
）

受
付
＝
午
前
9
時
～
、
開
式
＝
午
前
10
時

▽
午
後
の
部（
山
川
・
高
田
地
区
）

受
付
＝
午
後
1
時
～
、
開
式
＝
午
後
2
時

■
場
所

ま
い
ピ
ア
高
田

■
対
象

平
成
12
年
4
月
2
日
～
平
成
13
年
4
月
1
日

に
生
ま
れ
た
人
で
、
次
の
❶
❷
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

❶
み
や
ま
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人（
申
し

込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

❷
み
や
ま
市
外
に
住
民
登
録
を
し
、
み
や
ま
市

の
成
人
式
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
人

※
❷
の
人
は
、
送
付
書
・
名
簿
作
成
の
た
め
、

次
の
と
お
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
要
領（
❷
の
人
の
み
）

Jアラートの全国一斉伝達試験を実施します
問 総務課 防災対策室（℡64-1502） 

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

に
備
え
、
情
報
伝
達
試
験
を
行
い
ま
す
。

こ
の
試
験
は
、
J
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
）を
用
い
た
試
験
放
送

で
、
市
内
78
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
み
や

ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
、
次
の
内
容
が
一
斉
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

■
放
送
内
容　

「
こ
れ
は
、J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」

（
３
回
繰
り
返
し
）

■
訓
練
日
時

10
月
7
日
㈬
午
前
11
時
頃

※
災
害
の
発
生
、
気
象
状
況
に
よ
っ
て
は
、

試
験
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
次
回
試
験
は
令
和
3
年
2
月
17
日
㈬

に
実
施
予
定
で
す
。

　　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は

弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
、
津
波

情
報
、
緊
急
地
震
速
報
な
ど
、

対
処
に
時
間
的
余
裕
の
な
い
事

態
に
関
す
る
情
報
を
人
工
衛
星

な
ど
を
用
い
て
国
か
ら
送
信
し
、

市
町
村
防
災
行
政
無
線
を
自
動

起
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
か
ら

直
接
住
民
に
対
し
瞬
時
に
伝
達

す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

は
が
き
な
ど
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
あ
て
先
①
ま

で
郵
送
。
ま
た
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ「
市
外
居
住
者
参

加
申
込
書
」に
必
要
事
項
を

入
力
し
、
あ
て
先
②
へ
電
子

メ
ー
ル
を
送
信

1

行
政
相
談
は
、
行
政
相
談
委
員
が
国
の
仕
事

な
ど
、
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
、

意
見
を
受
け
る
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
た
め
、
来
場
前
の
検
温
と
マ
ス
ク
の
着
用
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　　

※
相
談
日
が
祝
日
と
な
る
場
合
、
定
例
相
談
日
は

翌
日
と
な
り
ま
す
。

0月19日㈪から25日㈰は行政相談週間です
問 秘書広報課 秘書広報係（℡64-1501）

学生生活応援物資を贈ります
問 企画振興課 企画・地方創生係（℡64-1504）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
通
常
の
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難

と
な
っ
て
い
る
学
生（
大
学
な
ど
に
在
学
し
て

い
る
人
）を
応
援
す
る
た
め
、
地
域
の
特
産
品

を
詰
め
合
わ
せ
た
応
援
物
資
を
贈
り
ま
す
。

■
対
象
者

次
の
要
件
を
満
た
す
人

❶
平
成
2
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
14
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
人

❷
令
和
2
年
5
月
1
日
時
点
で
、
大
学
、

大
学
院
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、

専
門
学
校
な
ど
に
在
学
中
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

▽
市
内
に
あ
る
大
学
の
学
生

▽
市
内
に
在
住
す
る
大
学
生
な
ど

▽
市
外
在
住
で
、
保
護
者
が
み
や
ま
市
内
に

在
住
し
て
い
る
大
学
生
な
ど

■
申
請
者

対
象
者
本
人
ま
た
は
市
内
在
住
の
保
護
者

■
支
給
内
容

み
や
ま
市
特
産
品
を
詰
め
合
わ
せ
た
応
援

物
資
三
種
類
の
中
か
ら
一
種
類

▼
Ａ
セ
ッ
ト（
お
米
セ
ッ
ト
）

▼
Ｂ
セ
ッ
ト（
加
工
品
セ
ッ
ト
）

▼
Ｃ
セ
ッ
ト（
お
菓
子
セ
ッ
ト
）

※
申
請
書
に
第
２
希
望
ま
で
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。
特
産
品
は
、
予
告
な
く
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
期
間

10
月
１
日
㈭
か
ら
12
月
25
日
㈮
ま
で

新型コロナウイルス感染症
関  連  情  報

■
申
請
方
法

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
・
押
印
し
、

左
記
の
書
類
と
一
緒
に
み
や
ま
市
役
所
企
画

振
興
課
へ
郵
送
ま
た
は
企
画
振
興
課
窓
口
へ

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
在
学
を
証
明
す
る
書
類（
学
生
証
等
の
写

し
な
ど
）

②
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
書

類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
写
し
、
運
転
免

許
証
の
写
し
、
健
康
保
険
証
の
写
し
な
ど
）

※
申
請
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
企
画
振
興
課
に
備
え
て

い
ま
す
。

■
申
請
先

〒
8
3
5
・
8
6
0
1

み
や
ま
市
瀬
高
町
小
川
5
番
地

み
や
ま
市
役
所 

企
画
振
興
課 

企
画
・
地

方
創
生
係

■
応
援
物
資
の
発
送
に
つ
い
て

申
請
書
の
内
容
を
確
認
し
、
順
次
発
送
し

ま
す
。
発
送
日
の
期
日
指
定
や
時
間
指
定
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応援物資の例

■
記
入
事
項

❶
氏
名（
ふ
り
が
な
） 

❷
性
別 

❸
生
年
月
日 

❹
連

絡
先
電
話
番
号 

❺
出
身（
小
学
校
）校
区 

❻
現
在

居
住
地 

❼
案
内
・
記
念
写
真
送
付
先（
現
在
居

住
地
以
外
に
送
付
を
希
望
す
る
人
の
み
。
本
人
が

世
帯
主
で
な
い
場
合
は
世
帯
主
名
を
記
入
） 

■
あ
て
先

①
〒
8
3
5
・
0
1
9
2 

み
や
ま
市
山
川
町
立

山
１
２
７
８
番
地  

社
会
教
育
課  

成
人
式
担
当

②seijinshiki@
city.m

iyam
a.lg.jp

（
成
人
式

申
し
込
み
専
用
ア
ド
レ
ス
）

■
申
込
期
限

11
月
20
日
㈮
必
着

成
人
式
の
司
会
者
な
ど
を
募
集
し
ま
す

司
会
進
行
・
新
成
人
代
表
挨
拶
を
行
う

人
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　
新
成
人
に
限
る

■
募
集
人
員

▼
新
成
人
代
表
挨
拶
者
＝
瀬
高
地
区
出
身
、

山
川
・
高
田
地
区
出
身
各
1
人

▼
司
会
者
＝
瀬
高
地
区
出
身
、
山
川
・
高

田
地
区
出
身
各
若
干
名

■
応
募
方
法

社
会
教
育
課
へ
電
話
で
申
し
込
み

■
応
募
期
限　
11
月
6
日
㈮

行政相談委員名 相談日時（会場）

瀬高地区

松﨑  千鶴子

毎月第 2 月曜日  午後 1 時～ 4 時

（旧本郷小学校）

山川地区

合島  洋子

毎月第 3 火曜日  午後 1 時～ 4 時

（げんきかん）

高田地区

西山  安昭

毎月第 1 水曜日  午前 9 時～正午

（まいピア高田）
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幼稚園・保育所・認定こども園などの利用申し込みを受け付けます
問 子ども子育て課 子ども子育て係（℡64-1535）

令
和
３
年
度
の
幼
稚
園
・
保
育

所
・
認
定
こ
ど
も
園
・
事
業
所
内

保
育
所
な
ど
の
利
用
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

施
設
を
利
用
す
る
た
め
に
は
認

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
認

定
は
、
お
子
さ
ん
の
年
齢
や
保
育
の

必
要
性
の
有
無
に
よ
っ
て
、
３
つ
の

区
分
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

1
は
じ
め
て
保
育
所
を
利
用
し

た
い
人

■
申
込
期
間

11
月
2
日
㈪
～
16
日
㈪

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
受
付
時
間
は
午
前
9
時
～
正
午
、

午
後
1
時
～
5
時
で
す
。　

■
申
込
場
所

市
役
所
子
ど
も
子
育
て
課
、
各

支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

2
は
じ
め
て
幼
稚
園
・
認
定
こ

ど
も
園
・
事
業
所
内
保
育
所
な

ど
を
利
用
し
た
い
人

■
申
込
期
間

11
月
2
日
㈪
～
16
日
㈪

※
受
付
時
間
は
各
施
設
に
確
認
く

だ
さ
い（
日
、
祝
日
を
除
く
）。

■
申
込
場
所

各
施
設

1
2
共
通
事
項

■
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

ア
認
定
申
請
書
兼
利
用
申
込
書

イ
保
育
を
必
要
と
す
る
証
明
書

※
２
号
・
３
号
認
定
の
人
の
み

※
兄
や
姉
の
分
と
重
複
す
る
場
合
は

コ
ピ
ー
可

ウ
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

◉
認
定
申
請
書
な
ど
の
配
布

認
定
申
請
書
な
ど
申
し
込
み
に

必
要
な
書
類
は
、
子
ど
も
子
育
て

課
、
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
係
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
備
え
て
い

ま
す
。

※
市
内
施
設
に
在
園
し
て
い
る
人
に

は
、
10
月
中
旬
に
各
施
設
か
ら
配

布
さ
れ
ま
す
。

※
市
外
保
育
所
に
在
園
し
て
い
る
人

に
は
10
月
中
旬
に
、
市
役
所
か
ら

郵
送
し
ま
す
。

認定区分 対象年齢 希望する教育・
保育の形態 利用施設

1 号 満 3 歳以上 教育のみを
希望する場合

幼稚園、
認定こども園

2 号 満 3 歳以上 「保育の必要な事
由」に該当し、保
育所などでの保育
を希望する場合

保育所、認定
こども園、事
業所内保育所
など3 号 満 3 歳未満

「
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利

用
給
付
認
定
申
請
書
」の
提
出

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

で
、
無
償
化
給
付
を
希
望
す
る
人

は
別
途
申
請
が
必
要
で
す
。

①
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の

対
象
と
な
ら
な
い
幼
稚
園
を
利
用

②
幼
稚
園
等
の
預
か
り
保
育
を
利
用

③
認
可
外
保
育
施
設
等
を
利
用

※
新
年
度
申
し
込
み
と
一
緒
に
申
請

で
き
ま
す
。

※
詳
し
い
申
請
方
法

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

施設利用のスケジュール
◆10月 1日から 31日まで　
施設を見学し、申し込みに必要な書類を準備しておい
てください。※見学は各施設へ問い合わせください。
◆11月２日から16日まで　書類を提出してください。
◆令和３年１月下旬 
市役所から支給認定証などの通知が届きます。
※ 保育所以外の利用者は、通知が届いた後に施設と利
用契約を交わしてください。
◆令和３年４月１日　利用開始
◆令和３年４月 15日頃

「保育料決定通知書」が届きます。

■市内施設一覧
施設名 住所 電話番号

▼保育所
本郷慈光園 瀬高町本郷 593-2 62-2954
瀬高保育園 瀬高町下庄 1557 63-2265
太神保育園 瀬高町太神 1660 63-2472
浜田保育園 瀬高町濱田 742 62-2585
清水保育園 瀬高町本吉 835-2 62-2118
東山中央保育園 瀬高町坂田 1009 62-2400
ひばり保育園 瀬高町小田 1101-5 62-3769
二川保育園 高田町上楠田 2090-2 22-5652
開保育園 高田町黒崎開 848 22-5602
竹井愛児園 高田町竹飯 1283 67-1505
山川東部保育園 山川町尾野 1951-1 67-2161
▼認定こども園
岩田幼稚園 高田町岩津 962 22-5085
ひがしやまあいじえん 瀬高町小田 2215-5 63-7519
大江幼稚園 瀬高町大江 191-2 62-2855
瀬高大谷幼稚園 瀬高町下庄 972 63-7419
山川幼稚園 山川町立山 182-11 67-2462
上庄ひいらぎこども園 瀬高町上庄 1295-1 63-7859
▼事業所内保育所
キッズハウスヨコクラ 高田町濃施 501-1 85-8015

母子手帳アプリ 「すくすくみやま」 を配信します
問 子ども子育て課 子育て世代包括支援センター係（℡64-1520）

市
で
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
子
ど
も
の
成
長
記
録
や
情

報
を
管
理
で
き
る
母
子
手
帳
ア
プ
リ「
す

く
す
く
み
や
ま
」を
導
入
し
ま
す
。

※「
す
く
す
く
み
や
ま
」は
無
料
の
ア
プ
リ

で
す
。
た
だ
し
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
な
ど
の

通
信
費
は
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
配
信
開
始
日

10
月
1
日
㈭

■
対
象

妊
娠
中
の
人
や
育
児
中
の
人

■
内
容

▽
乳
幼
児
健
診
や
離
乳
食
教
室
な
ど
、

み
や
ま
市
の
子
育
て
に
つ
い
て
の
情
報
の

発
信

▽
予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

（
子
ど
も
の
月
齢
か
ら
、
予
防
接
種
の
時

期
・
内
容
を
ア
プ
リ
が
自
動
計
算
）

■
利
用
方
法

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
イ
ン
ス
ト
ー
ル
ま
た

は
各
種
ス
ト
ア
で「
母
子
モ
」で
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。
名
前（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
可
）・

お
住
ま
い
の
郵
便
番
号
等
を
登
録
す
る
こ

と
で
利
用
で
き
ま
す
。

0月1日は浄化槽の日です
問 上下水道課 下水道係（℡64-1533）

浄
化
槽
は
、
家
庭
か
ら
出
る
汚
れ
た
水
を
そ

れ
ぞ
れ
の
家
で
き
れ
い
に
す
る
も
の
で
、
私
た
ち

に
快
適
な
生
活
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
し
か

し
、
正
し
く
使
わ
な
い
と
河
川
や
海
な
ど
を
汚

し
た
り
、
悪
臭
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。

❶
浄
化
槽
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

▽
水
は
適
正
な
量
を
使
い
ま
し
ょ
う

▽
ブ
ロ
ア
ー
の
電
源
は
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

▽
保
守
点
検
・
清
掃
は
定
期
的
に
受
け
ま
し
ょ
う

❷
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

浄
化
槽
に
は
、
定
期
的
な
保
守
点
検
や
清
掃

に
加
え
、
第
三
者
機
関（
県
知
事
の
指
定
検
査

機
関
）に
よ
る
法
定
検
査
受
検
が
年
1
回
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

❸
浄
化
槽
を
こ
れ
か
ら
設
置
す
る
予
定
の
人
へ

浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
や
お
風
呂
、
台
所
な
ど

か
ら
出
る
汚
れ
た
水
を
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
き
れ

い
に
す
る
装
置
で
、
下
水
道
と
同
じ
く
ら
い
優

れ
た
性
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

み
や
ま
市
で
は
、
浄
化
槽
の
設
置
か
ら
そ
の

後
の
維
持
管
理
ま
で
市
が
主
体
と
な
っ
て
行
う

「
市
町
村
設
置
型
」と
、
個
人
が
設
置
し
た
浄
化

槽
に
対
し
補
助
を
行
う「
個
人
設
置
型
」の
２
つ

の
地
域
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

1

生年月日、接種済
みの予防接種を登録する
と予防接種のスケジュー
ル管理ができるよ！

iPhone、Android のどちらから
でもインストールできます。
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認知症・高齢者相談会（無料）
問 市地域包括支援センター（℡64-1516）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
場

合
や
、
そ
の
疑
い
が
あ
る
場
合

な
ど
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
専

門
相
談
員
で
あ
る
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
を
配
置
し
、
認
知

症
に
関
す
る
介
護
や
福
祉
、
医

療
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

 

10
月
21
日
㈬
、
11
月
18
日
㈬
、

12
月
16
日
㈬
、
令
和
3
年
1
月

20
日
㈬
、
2
月
17
日
㈬
、
3
月

17
日
㈬

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分
で
す
。

※
1
組
あ
た
り
の
相
談
時
間
は

お
よ
そ
30
分
で
す
。

■
場
所

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
西
館
1
階
）

■
対
象

も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
人
、

認
知
症
が
心
配
な
人
ま
た
は
そ

の
家
族

※
同
セ
ン
タ
ー
の
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
、
保
健
師
な
ど
専

門
職
が
相
談
に
応
じ
ま
す

※
予
約
優
先
と
な
り
ま
す
。

　　

国保で交通事故の治療」は届出が必要です
問 健康づくり課 国保年金係（℡64-1529） 

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
交
通
事

故
な
ど
、
第
三
者（
他
人
）か
ら
傷
害
を

受
け
、
国
民
健
康
保
険
を
使
っ
て
医
療
機

関
を
受
診
し
た
際
に
は
、
健
康
づ
く
り
課

国
保
年
金
係
に
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
医
療
費
は
原
則
と
し
て
、
全
額
加

害
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
市
の
国
民
健

康
保
険
が
立
て
替
え
て
、
加
害
者
に
請

求
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
届
出
の
方
法

①
警
察
に
届
け
出
て「
事
故
証
明
書（
人

身
事
故
）」を
取
得
し
ま
す
。

②
健
康
づ
く
り
課
国
保
年
金
係
へ「
第
三

者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
届
出
に
必
要
な
も
の　

▼
国
民
健
康
保
険
証

▼
印
鑑

▼
事
故
証
明
書(

人
身
事
故)

▼
世
帯
主
お
よ
び
対
象
者
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
も
の

▼
運
転
免
許
証
な
ど
、
来
庁
者
の
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の

※
次
の
場
合
も
第
三
者
行
為
に
か
か
る

事
故
と
な
り
、
届
出
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▽
他
人
の
飼
い
犬
に
か
ま
れ
た

▽
落
下
物
に
あ
た
っ
た

▽
傷
害
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た

な
ど

　　

屋外広告物の掲出には許可が必要です
問 都市計画課 都市計画係（℡64-1532）

屋
外
広
告
物
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
と
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
無
秩
序
に
表
示
さ
れ
る
と
、
ま
ち
の
美
観
を
損
な
っ
た
り
、
視
界
遮
断
に
よ
る
交
通
事
故
や
倒

壊
な
ど
で
人
身
に
危
害
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
屋
外
広
告
物
を
正
し
く
表
示
す
る
ル
ー
ル
と
し
て
福
岡
県
が
定
め
て
い
る「
福
岡
県
屋
外
広

告
物
条
例
」に
基
づ
き
、
許
可
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
や
広
告
主
、
屋
外
広
告
業
者
の

方
な
ど
に
条
例
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
ま
ち
を
美
し
く
す
る
た
め
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
屋
外
広
告
物
」と
は

常
時
ま
た
は
一
定
期
間
継
続
し
て
屋

外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の
で
、
広

告
板
、
広
告
塔
、
広
告
幕
、
立
看
板
、

ア
ド
バ
ル
ー
ン
、
は
り
紙
、
は
り
札
の

類
、
電
光
ニ
ュ
ー
ス
、
ネ
オ
ン
、
電
柱

を
利
用
す
る
広
告
物
な
ど
。

営
利
を
目
的
と
し
た
商
業
広
告
だ

け
で
な
く
、
非
営
利
の
も
の
で
あ
っ
て

も
、
常
時
ま
た
は
一
定
期
間
継
続
し
て

屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の
で
あ

れ
ば
、「
屋
外
広
告
物
」に
該
当
し
ま
す
。

「
屋
外
広
告
物
の
規
制
」と
は

「
福
岡
県
屋
外
広
告
物
条
例
」は
、
良

好
な
景
観
を
形
成
し
、
風
致
を
維
持

す
る
と
と
も
に
、
公
衆
に
対
す
る
危
害

を
防
止
す
る
た
め
に
、
広
告
物
の
表
示

の
際
に
許
可
が
必
要
な「
地
域
」、「
広

告
物
」を
定
め
て
い
ま
す
。

広
告
物
を
表
示
、
ま
た
は
広
告
物

を
掲
出
す
る
物
件
を
設
置
す
る
な
ど
、

屋
外
広
告
物
の
掲
出
に
は
、
み
や
ま
市

長
の
許
可
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「○○　　　  」の人をご推薦ください
問 商工観光課 商工観光係（℡64-1523）

市
の
産
業
発
展
に
貢
献
し
た
技
能
者
を
表
彰
し
、

技
能
の
普
及
と
技
能
者
の
地
位
向
上
を
図
る「
み
や

ま
市
技
能
功
労
者
表
彰
要
綱
」に
基
づ
き
、
市
で
は

表
彰
候
補
者
の
推
薦
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
対
象

令
和
２
年
12
月
１
日
現
在
で
❶
～
❺
の
全
て
に

該
当
す
る
人

❶
下
記
の
同
一
職
種
で
の
従
事
期
間
が
30
年
以
上
の

人
で
、
現
在
は
市
内
で
従
事
し
て
い
る
人

❷
市
内
に
５
年
以
上
継
続
し
居
住
し
て
い
る
人

❸
優
れ
た
技
能
を
持
ち
、
み
や
ま
市
の
産
業
発
展

に
貢
献
し
た
人

❹
後
進
技
能
者
の
育
成
に
寄
与
し
た
人

❺
勤
務
実
績
や
日
常
生
活
な
ど
で
他
の
技
能
者
の

模
範
と
な
る
人

■
推
薦

本
人
以
外
か
ら
の
推
薦（
他
薦
）に
限
り
ま
す
。

推
薦
は
1
団
体（
1
事
業
所
）当
り
１
人
で
す
。

■
推
薦
書
の
提
出

推
薦
書
を
商
工
観
光
係
に
持
参
ま
た
は
郵
送

※
推
薦
書
は
市
役
所
お
よ
び
各
支
所
に
備
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■
提
出
期
限

10
月
30
日
㈮（
必
着
）

■
選
考
お
よ
び
表
彰

技
能
功
労
者
選
考
委
員
会
で
選
考
し
、
令
和
３

年
2
月
に
表
彰
し
ま
す（
上
限
10
人
）。

■
提
出
先　
〒
８
３
５
・
８
６
０
１

み
や
ま
市
瀬
高
町
小
川
５
番
地

み
や
ま
市
役
所 

商
工
観
光
課 

商
工
観
光
係

対
象
職
種
（
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

1
金
属
材
料
製
造　

２
金
属
加
工　
３
そ
の
他

の
金
属
加
工
等
（
金
属
プ
レ
ス
工
、
鉄
工
・
び
ょ

う
打
工
・
製
缶
工
、
針
金
製
品
・
針
・
ば
ね
製
造
工
、

金
属
研
磨
工
、金
属
彫
刻
工
な
ど
）
４
金
属
溶
接・

溶
断
・
め
っ
き　
５
一
般
機
械
器
具
組
立
・
修
理　

６
計
器
・
光
学
機
械
器
具
組
立
・
修
理　
７
電
気

機
械
器
具
組
立
・
修
理　
８
電
気
作
業　
９
輸
送

用
機
械
器
具
組
立
・
修
理　
10
染
色
・
紡
糸
等
繊

維
製
造　
11
衣
服
（
婦
人
服
・
子
供
服
・
紳
士
服
・

和
服
の
各
仕
立
て
）
12
建
設　
13
土
木
・
舗
装
・

鉄
道
線
路
工
事　
14
採
鉱
・
砕
石
及
び
そ
の
他
の

採
掘　
15
そ
の
他
の
建
設　
16
建
設
機
械
運
転　

17
農
業
（
植
木
職
・
造
園
師
（
工
））
18
窯
業
製

品
製
造　
19
化
学
製
品
製
造　
20
ゴ
ム
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
製
造　
21
土
石
製
品
製
造　
22
木
・

竹
・
草
・
つ
る
製
品
製
造　
23
パ
ル
プ
・
紙
・
紙

製
品
製
造　
24
印
刷
・
製
本　
25
か
わ
・
か
わ
製

品
製
造　
26
食
料
品
製
造　
27
食
品
原
料
製
造

28
飲
料
・
た
ば
こ
製
造　
29
生
活
衛
生
サ
ー
ビ
ス

（
理
容
師
、
美
容
師
・
着
付
師
）
30
飲
食
物
調
理

お
よ
び
接
客
サ
ー
ビ
ス　
31
そ
の
他
の
技
能
工
、

生
産
工
程
⑴
（
内
張
工
、
表
具
師
、
塗
装
工
、
畳

工
、
内
装
仕
立
工
、
他
に
分
類
さ
れ
な
い
技
能
工
、

生
産
工
程
）　

32
そ
の
他
の
技
能
工
、
生
産
工
程

⑵
（
画
工
・
広
告
美
術
工
、
映
写
技
士
、
製
図
工
・

写
図
工
、
現
図
工
、
包
装
工
）　
33
装
身
具
等
身

の
回
り
品
製
造　
34
定
置
機
関
・
機
械
運
転　
35

そ
の
他
の
生
活
、
衛
生
サ
ー
ビ
ス
（
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
工
、
洗
張
工
）
36
そ
の
他
（
前
記
に
属
し
な
い

技
能
的
職
種
で
市
長
が
認
め
た
職
種
）

「

一筋

けいしゅつ

■屋外広告物の例 屋上利用
広告板

アドバルーン

〇　〇　会　社壁面利用広告

広　告　板

広
告
塔 アーチ

突
出
看
板 〇　〇　会　社

壁面利用広告板

広 

告 

幕

の
ぼ
り
旗

突
出

電柱類利用広告
自動車の外面利用広告

は
り
札

立
看
板

屋上の
広告塔

はり紙

巻
付
け
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まなびの教室
問学校教育課（℡ 32-9026）

夢ふくらむ 知的空間
図書館通信

問みやま市立図書館（℡ 64-1117）
　山川市民センター図書館（℡ 67-0401）
　まいピア高田図書館（℡ 22-6655）

人づくり  つながりづくり  地域づくり
10
月
１
日

日
直 

学
校
教
育
課

学びを変える文房具
としての「１人１台」へ

■GIGAスクール構想とは　
　2019年12月に文部科学省から発表されたプロジェクトで、多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく、一　
人一人に公正に個別最適化され、資質・能力を一層確実に発揮できる教育ICT環境の実現を目指すものです。
　これまでの教育実践と最先端のICTを合わせることで、教師や児童生徒の力を最大限に引き出す学びを作り
出します。

みやま市の全小中学校では、１人１台の学習用コンピュータと高速大容量の通信ネットワーク（学校WiFi）の一体
的な整備を予定しています。
これからの子どもたちにとって、コンピュータは決して特別なものではなく、指先で教科書をめくるように、ノートに
鉛筆を走らせるのと同じように「新たな文房具」として、学習に役立つ便利な道具となることでしょう。
ICT 教育の推進とともに、子どもたちが学ぶ環境は大きく変わります。

インスタグラム
（@miyamalibrary）

ツイッター
（@miyamalibrary）

みやま市立図書館
ホームページ

10月の休館日：5日㈪、12日㈪、19日㈪、22日㈭、26日㈪
開館時間（全館）午前10時～午後6時

場所 もよおし 日時 特設コーナー
みやま市立図書館

（瀬高館）
おはなし会 3日㈯、10日㈯、17日㈯、24日㈯、31日㈯午後2時～2時15分 一般 古今東西神様巡り

児童 おいしいっていいな日曜コンサート 11日㈰、25日㈰午前11時30分～11時50分
山川市民センター図書館

（山川館） おはなし会 17日㈯午後2時～2時20分 一般 10月の○○の日
児童 いろんな秋みっけ♪

まいピア高田図書館
（高田館） おはなし会 3日㈯午前11時～11時40分 一般 芸術の秋

児童 うたっておどろう♪

1 0月の催し・特設コーナー

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベントの内容などが変更となる場合があります。
その際は図書館ホームページでお知らせします。

「ラストページまで駆け抜けて」　10月27日から11月9日は読書週間
　本は自分のペースで読み進められます。早く走り抜けても、のんびり歩いても、その道のり
が困難でもゴールは待っていてくれます。

ICT を活用した新たな学びを実現します
主体的・対話的な学習の促進

読書手帳プレゼント
　読んだ本の書名や感想などを記入して、自分だけのオリジナル読書手帳をつくってみませんか？各図書館カウンターに
て、希望される人に配布します。
■配布期間　10月24日㈯～　（なくなり次第終了）

ブック＆マガジンリサイクル
　図書館で不用になった本および雑誌をお譲りします。希望される人はマスク着用のうえ来館ください。また、本を入れ
る袋をご用意ください。なお、混雑が予想されますので、感染症対策としてマガジンリサイクルのみ整理券を配布します。
　詳しくは図書館ホームページおよび館内に掲示しているポスターやチラシをご覧ください。

新着図書紹介
児童（み）

希望、きこえる？
～ルワンダのラジオに
子どもの歌が流れた日～

榮谷 明子／著

絵本（山）

ヒゲタさん
山西 ゲンイチ／作・絵

絵本（山）

シェルパのポルパ
エベレストにのぼる

石川 直樹／文、梨木 羊
よう

／絵

一般（高）

漂流者の生きかた
五木 寛之、姜

かん

 尚
さんじゅん

中／著

一般（高）

ひとりでできる！
はじめてのスマホ
100の困った！
解決ブック

※所蔵していない本は、リクエストでできるだけお応えしていきます。お気軽にお尋ねください。

（み）みやま市立図書館　（山）山川市民センター図書館　（高）まいピア高田図書館※TRC週刊新刊全点案内より

ブックリサイクル マガジンリサイクル マガジンリサイクルの注意点

みやま市立図書館
（瀬高館） ※実施済み 10月24日㈯

午前10時15分～

・24日午前中のみ予約制（先着順・定員制）とし、事前に瀬高館カ
ウンターにて整理券を配布します。リサイクル当日の整理券配布
はありません。
・整理券配布：10月3日㈯午前10時～　※電話申し込み不可
・正午までは1人10冊まで。以降は配布冊数の制限はありません。

山川市民センター図書館
（山川館）

10月31日㈯
午前10時～

11月1日㈰
午前10時15分～ ・会場にて当日午前10時より整理券を配布します。

・正午までは1人10冊まで。以降は配布冊数の制限はありません。まいピア高田図書館
（高田館）

10月17日㈯
午前10時～

10月17日㈯
午前10時15分～

児童（み）

うちにカブトガニがやってきた！？
～生きている化石と
すごした1年と2か月～

石井 里津子／文、松本 麻希／絵

　暮らしのスタイルに、新しい感覚での「本とのつき
あい方」を取り入れてみませんか？

　ICT機器を活用した新しい学習スタイルを展開し、教育支援ツールの導入（オンライン協働学習
等）による効果的で双方向の学びを実現します。個別に適した演習と確実な学習の定着を図るた
め、クラウド型の学習教材コンテンツなどを活用します。

・プログラミング授業　・リモート交流授業　・学習動画視聴撮影
・オンライン協働学習　・デジタル教科書やオンラインドリルの活用

普通教室の他、主な特別教室や体育館等に無
線LAN（WiFi）を整備し、高速のインターネッ
ト通信環境を作ります。
 ■事業予定　令和2（2020年）9月～

学校に高速大容量通信環境
（校内無線 LAN）を整備します

１人１台の学習用端末
（ノート PC やタブレット）を配備します

小学生にタブレット端末（iPad）、中学生には
ノートパソコン（Chromebook）を全ての児
童生徒に配備します。
 ■事業予定　令和2（2020年）10月～

GIGA スクール構想による新たな学びの実現
Global and Innovation Gateway for All

みやま市では

■学びを変える学校のICT整備
　以下の施策を柱として、ICTを活用した新たな学びを始めます。

ギガ
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◆夜間・休日にお子さまの病気で対応に迷ったら…
⇒小児救急でんわ相談  電話「＃ 8000」

（小児科医師や看護師に電話で相談ができます）
◆急なけがや病気で対応に迷ったら…
⇒救急でんわ相談  電話「＃ 7119」

（看護師が救急車利用の電話相談を
24 時間受け付けます）

※明らかに緊急を要する場合は
　すぐに救急車（119 番）を呼んでください！

当番医は変更の場合があるため、当日の新聞などで確認ください。問い合わせは各医療機関へお願いします。
【柳川山門医師会】休日当番医診療時間は９時〜 17 時（救急指定病院は除く）ですが、受診の際は電話で確認ください。
●内科救急指定病院＝長田病院 ( ℡ 72-3501)

【柳川山門歯科医師会】●歯科休日救急診療＝歯科保健センター ( ℡ 74-1333) 診療時間：10 時〜 13 時、14 時〜 17 時 
【大牟田医師会・歯科医師会】休日当番医診療時間は【内科・小児科・外科】9 時～ 18 時、【眼科・歯科】9 時～ 17 時（※ひまわり
眼科 10 時～ 18 時）ですが、受診の際は電話で確認ください。
※県内の在宅当番医は、「ふくおか医療情報ネット」のホームページをご覧ください。 http://www.fmc.fukuoka.med.or.jp
　　　　　…平日時間外小児急患診療（19:00 〜 22:00 ※土曜日のみ 14:00 〜 22:00）
　　　　　　木曜・土曜の大牟田市立病院は協力医療機関の医師が大牟田市立病院に出向いて診療を行います。 

広報みやま発行日

休日当番医

大牟田市立病院
℡ 53-1061（宝坂町）

平田小児科内科医院
℡ 52-4195（歴木）

大牟田市立病院
℡ 53-1061（宝坂町）

大牟田市立病院
℡ 53-1061（宝坂町）

やまかわクリニック
℡52-2705（中白川町）

篠塚小児科皮膚科医院
℡ 58-5000（橘）

こが小児科医院
℡ 53-1150（岬）

和田医院
℡ 55-1529（歴木）

坂西医院 内科・小児科
℡ 52-2025（原山町）

吉野こどもクリニック
℡ 58-3132（宮崎）

日の出町すぎ病院
℡ 55-3000（東新町）

大牟田市立病院
℡ 53-1061（宝坂町）

和田医院
℡ 55-1529（歴木）

江の浦医院
℡ 22-5050（江浦町）

末吉小児科内科医院
℡ 59-8100（船津町）

大牟田市立病院
℡ 53-1061（宝坂町）

食育の日

大牟田市立病院
℡ 53-1061（宝坂町）

大牟田市立病院
℡ 53-1061（宝坂町）

大牟田市立病院
℡ 53-1061（宝坂町）

末吉小児科内科医院
℡ 59-8100（船津町）

篠塚小児科皮膚科医院
℡ 58-5000（橘）

こが小児科医院
℡ 53-1150（岬）

休日当番医

休日当番医

休日当番医

10
月
の
当
番
医
　 

内
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＝
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家庭児童相談室（TEL 64-1566） 
【月～金曜、8:30-17:00】
つどいの広場（あたご苑） 

【月～土曜、10:00-16:00】

定 例 相 談 ・ 行 事

税と使用料の口座振替日

大牟田市立病院
℡ 53-1061（宝坂町）

やまかわクリニック
℡52-2705（中白川町）

江の浦医院
℡ 22-5050（江浦町）

吉野こどもクリニック
℡ 58-3132（宮崎）

大牟田市立病院
℡ 53-1061（宝坂町）

　広報に掲載している記事は 9 月 24 日時点
で作成しています。掲載しているイベントな
ど（これまでに掲載したイベントも含む）は、
新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中
止・延期になる場合がありま
す。市ホームページなどで確
認してください。

辻クリニック
二宮医院
大牟田中央病院
甲斐病院
一般財団柳川病院
辻クリニック
藤野医院
大牟田中央病院
永田整形外科病院
阿久根眼科医院
龍外科医院
諸岡眼科医院
坂口歯科

（大）
（大）
（大）
（柳）
（柳）
（大）
（柳）
（大）
（大）
（柳）
（柳）
（大）
（大）

55-2481
50-0246
53-5111
73-1217
72-6171
55-2481
76-0011
53-5111
53-3879
72-3376
72-2100
51-9100
51-5253

内

小

外

眼
歯

10月4日㈰

早川内科医院
済生会大牟田病院
米の山病院
米の山病院
田中内科医院
米の山病院
大牟田天領病院
阿部皮膚科医院
ヤナガワ整形外科
米の山病院
よしだ歯科

（大）
（大）
（大）
（大）
（み）
（大）
（大）
（み）
（柳）
（大）
（大）

54-6600
53-2488
51-3311
51-3311
63-8511
51-3311
54-8482
62-3404
85-7455
51-3311
58-4618

内

小
小内
外

眼
歯

10月11日㈰

彌富医院
松岡医院
杉病院
やながわクリニック
長田病院
末吉小児科内科医院
二宮医院
済生会大牟田病院
ヨコクラ病院
平木耳鼻咽喉科医院
鎌田クリニック
向坂眼科医院
古閑歯科

（大）
（大）
（大）
（柳）
（柳）
（大）
（柳）
（大）
（み）
（み）
（柳）
（大）
（大）

52-3909
53-3838
56-1119
73-8755
72-3501
59-8100
73-2600
53-2488
22-5811
62-3405
72-2224
52-5560
56-3377

内

小

外

眼
歯

10月18日㈰

いまいずみ内科・脳神経内科
西内科循環器科医院
ヨコクラ病院
川口内科医院
中山内科・小児科医院
平井外科・産婦人科
ヨコクラ病院
弓削クリニック
古閑歯科

（大）
（大）
（み）
（柳）
（大）
（大）
（み）
（柳）
（大）

22-2255
53-8341
22-5811
73-2007
58-0025
54-3228
22-5811
73-8400
56-3377

内

小
外

歯

10月25日㈰

山門高校中学生体験入学
（13:00 受付）

4 か月児健診 あたご苑親子ふれあい教室「ふたば」
※要予約（10:00~11:30 あたご苑）

母子手帳交付
（10:15~10:30 受付）

発達相談
※要予約（9:00~12:00 あたご苑）
3 歳児健診 あたご苑

1 歳 6 か月児健診 あたご苑

10 か月児健診 あたご苑

親子ふれあい教室「ふたば」
※要予約（10:00~11:30 あたご苑）

母子手帳交付
（10:15~10:30 受付）

認知症・高齢者相談会
（13:30~15:30 市地域包括支援センター）

心配ごと相談
（13:00~16:00 げんきかん）

行政・心配ごと相談
（9:00~12:00 まいピア高田）

心配ごと相談
（13:00~16:00 旧本郷小学校）

心配ごと相談
（13:00~16:00 旧本郷小学校）

行政・心配ごと相談
（13:00~16:00 旧本郷小学校）

行政・心配ごと相談
（13:00~16:00 げんきかん）

心配ごと相談
（9:00~12:00 まいピア高田）

農地相談
（15:30~ 別館 1 階会議室）

農業委員会総会
（13:30~ 本庁大会議室）

献血（10:00~11:30/12:30~
15:30 げんきかん）

献血（10:00~11:30/12:30~
15:30 あたご苑）

おはなし会
（11:00~ 図書館 【高田】）
おはなし会

（14:00~ 図書館 【瀬高】）

日曜コンサート
（11:30~ 図書館 【瀬高】）

市民スポーツ大会
（9:00~ 高田体育館、 高田中学
校グラウンド）

日曜コンサート
（11:30~ 図書館 【瀬高】）

おはなし会
（14:00~ 図書館 【瀬高】）

人権何でも相談所
（13:00~16:00 図書館 【瀬高】）

おはなし会
（14:00~ 図書館【瀬高、山川】）

おはなし会
（14:00~ 図書館 【瀬高】）

おはなし会
（14:00~ 図書館 【瀬高】）

教育委員会
（10:00~ 山川支所大会議室）

ヤングテレホンみやま
（13:00~16:00、℡ 63-4000）

ヤングテレホンみやま
（13:00~16:00、℡ 63-4000）

防災・観光など
旬な情報を発信します みやま市公式ＳＮＳ

【LINE（ライン）】
情報を受け取るためには、「みやま市LINE公式アカウント」
の友達追加が必要です。QRコードからご登録ください。

みやま市役所　@City MiyamaOfficial
URL　https://www.com/CityMiyamaOfficial/

【Facebook（フェイスブック）】

【Twitter（ツイッター）】
みやま市公式　@CityMiyama
URL　https://Twitter.com/CityMiyama
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① ナスは縦半分に切って斜め薄切り、トマト
は 8 等分にくし切り、玉ネギは薄切りにする。
貝割れ菜は粗く刻む。Ⓐを混ぜ合わせておく。
② 鍋に湯を沸かして塩を適量入れ、スパゲッ
ティをゆでる。
③ フライパンにごま油を熱し、ナス、玉ネギを中
火で炒める。しんなりしたらトマトを加え、トマ
トの角が少しとれたらⒶを加えてさらに炒める。
④ ②がゆで上がったら、ゆで汁を切り、③に
加え混ぜ合わせ、器に盛る。貝割れ菜をのせて
一味唐辛子をふる。

スパゲッティ
ナス
トマト
玉ネギ
貝割れ菜
塩
ごま油
一味唐辛子
　酒
　みそ
　砂糖
　しょうゆ

今月の逸品！ナスみそトマトパスタ 材料（4 人分）

～みやま市食生活改善推進協議会～ 毎月19日は食育の日

作り方

619kcal、塩分 4.0g、食物繊維 9.1g
（1 人当たり）

インフルエンザを予防しましょう

400 ｇ
４本
２個
1/2 個
2/3 パック
適量
大さじ 4
少々　
大さじ 6
大さじ 4
大さじ 3
大さじ 2

季節性インフルエンザワクチン接種時期ご協力のお願い

Ⓐ

校区 設置場所
上庄 上庄公民館
下庄 市役所別館北側
本郷 本郷消防分団格納庫
南 東津留公民館

大江 舞ハウス
水上 くすのき館
清水 清水公民館

山川南部 旧山川南部小学校
山川東部 旧山川東部小学校

江浦 江浦公民館
二川 みやま市役所高田支所
岩田 JA 高田東部支店
開 開小学校東・西鉄開駅前

飯江 旧 JA 飯江支所跡地
竹海 旧竹海小学校

水稲への栽培効果
◉肥料コストの削減、作業の労力軽減の
効果
◉収量は化学肥料栽培とほぼ同等。

　液肥の利用調整
　液肥の年間生産量は、主な利用作物である水稲で約 100㌶分し
かなく市全体の栽培に利用できる量は生産できません。（図 2）
　そこで、これまで液肥散布モデル事業に協力された農家のみな
さんや JAみなみ筑後、福岡県南筑後普及指導センターなどで、「液
肥利用者協議会」を組織し、米の品種や地域の利用調整を行って
います。

　今後の液肥利用方法
　令和元・２年の２年間は、これまでモデル事業を行った組織や
地域を中心に配分しています。来年度以降の利用方法は「液肥利
用者協議会」で検討を進めています。
　また、生ごみ分別に協力いただいた市民の皆さんも液肥を使え
るように、旧校区ごとに液肥タンクを設置していますので、ぜひ
ご利用ください。（図 3）
※令和元年度は、家庭菜園などで 385㌧使われました

利用組織 面積
つやおとめ部会 10.3㌶

もち米部会 32.0㌶
大塚 11.5㌶

開（高田） 42.4㌶
山川（法人など） 9.1㌶

計 105.3㌶

■液肥タンク設置場所（旧校区別）（図 3）

■令和 2 年度水稲（元肥）の散布面積（図 2）

　みやま市バイオマスセンター「ルフラン」で精製されるバイオ
液体肥料（以下、液肥「みのるん」）。液肥「みのるん」は、一般
家庭だけでなくスーパー、食堂、福祉施設などから出る生ごみや
高菜漬工場などの食品廃棄物、し尿・浄化槽汚泥を 20 日間メタ
ン発酵させ、70度で殺菌して完成します。

　液肥生産量の 9割は、水稲・麦の栽培に利用
　★液肥の生産量は年間約 9,500㌧。水稲の元肥・追肥で 64％、
麦元肥で 26％、市民の家庭菜園で 4％が利用されています。（図 1）
　★液肥利用料金は、元肥 10㌃当たり 1,100 円、追肥 1台当たり
550 円です。市民の校区液肥タンク利用は無料です。

おでい

※施肥方法の冊
子を配布してい
ます。
ホームページで
も見ることがで
きます。

液肥「みのるん」成分表
・全窒素 0.23%
（うちアンモニア態窒素 0.13%）
・リン酸 0.15%
・カリウム 0.054%
　　（令和 2 年 3 月三計テクノス測定）

「みのるん」は、農水省の肥料登録を受
けています。安心してご利用ください。

水稲（元肥）
4,067㌧

水稲（追肥）
2,032㌧

麦 2,438㌧

菜種 455㌧
タケノコ 130㌧ 家庭菜園など

385㌧

（図 1）作物別散布量（令和元年度）

生ごみを肥料に変える資源循環の取り組み

※ 液肥タンクは市内 16 カ所に設
置しています。

液肥栽培で順調に生育した水稲
（高田町開）

えきひ

なたね

たいちっそ

ぜんちっそ

　毎年発生するインフルエンザ（季節性インフルエンザ）は、初冬から春先にかけて流行します。特に、高齢
者や、年齢を問わず呼吸器、循環器、腎臓に慢性疾患がある人、糖尿病や免疫が低下している人は、持病の悪
化や、呼吸器に二次的な細菌感染症を起こしやすくなります。入院治療が必要な場合や、重症化して亡くなる
こともあります。

予防のポイント
①流行する季節に入る前に、予防接種を受けましょう。
②三密、不要不急の外出を避けましょう。
③手洗いとうがいをまめにしましょう。

手を洗うときは、石け
んを使い、流水で手の
すみずみ・手首までしっ
かり洗いましょう。

今年は過去 5 年で最大量のワクチンを供給予定ですが、より必要とされている方に
確実に届くように、ご協力をお願いします。

■ 10 月 1日㈭から　　
① 65 歳以上の方
② 60 歳から 65 歳未満で、慢性高度心・腎・呼吸器機能不全などの疾患をお持ちの方
※①、②以外の方は 10 月 26 日㈪まで季節型インフルエンザワクチンの接種はお待ちください。
※ 65 歳以上の方の接種ができるようご協力をお願いいたします。
■ 10 月 26日㈪から　　
接種を希望される方はお早目にお願いします。
①医療従事者②基礎疾患を有する方③妊婦④生後 6 か月から小学校 2 年生
※①から④以外の方も接種できます。

皆さまへのお願い
・感染防止の３つの基本である①身体的距離の確保②マスクの着用③手洗いの徹底をお願いします。
・接種時は、あらかじめ医療機関に電話予約をお願いします。
・インフルエンザワクチンは重症化予防などの効果がある一方で、発病を必ず防ぐわけではなく、
接種時の体調などによって副反応が生じる場合があります。医師と相談の上、接種していただくと
ともに、接種後に体調に異変が生じた場合は医療機関にご相談いただくようお願いします。
・上記でお示しした日程はあくまで目安であり、前後があっても接種を妨げるものではありません。

笑顔でいきいき
健康だより
問健康づくり課 健康係 
　（℡ 64-1515）

一人ひとりの心からエコ未来に光さす
みやま市と環境

問環境衛生課 循環型社会推進係 
　（℡ 32-8575）



16広報みやま　2020.10月号17 広報みやま　2020.10月号

　

柳
川
市
出
身
の
画
家
、
北
原
悌

二
郎
さ
ん
（
１
９
２
４
～
２
０
１
２

年
）
の
画
集
が
完
成
し
、９
月
４
日
、

そ
の
寄
贈
式
が
行
わ
れ
、
親
族
か

ら
、
み
や
ま
市
と
柳
川
市
に
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
北
原
さ
ん
は
、
有

明
海
に
根
付
い
た
暮
ら
し
な
ど
を
描

か
れ
て
お
り
、
画
集
は
「
有
明
海
」

「
昔
が
た
り
」
な
ど
の
章
に
分
け
約

1
5
0
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
寄
贈
さ
れ
た
画
集
は
、
市
内

の
小
中
学
校
や
図
書
館
な
ど
の
公

共
施
設
に
配
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

北原悌二郎さんの画集が完成
みやま市・柳川市へ画集を寄贈

▲寄贈式でお礼の言葉を述べる松嶋市長

ていじろう

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の

阿
部
平た

い
ら

さ
ん
が
、
全
国
市
区
選
挙

管
理
委
員
会
連
合
会
よ
り
功
労
者

表
彰
を
受
け
、
９
月
１
日
、
市
役

所
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。
阿
部

さ
ん
は
平
成
21
年
８
月
に
委
員
に

就
任
さ
れ
、
平
成
27
年
９
月
か
ら

は
委
員
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

阿
部
さ
ん
は
、「
周
り
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
務
め
て
い
き
ま
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

公正な選挙に尽力
全国市区選挙管理委員会連合会表彰

子育て世帯の相談・支援に尽力
民生委員・児童委員に対する厚生労働大臣特別表彰

　

長
年
に
わ
た
り
主
任
児
童
委

員
を
務
め
ら
れ
た
長
岡
理
恵
さ
ん

が
、
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を

受
け
、
９
月
16
日
に
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
長
岡
さ
ん
は
、
平

成
13
年
12
月
か
ら
平
成
19
年
11

月
ま
で
と
、
平
成
22
年
12
月
か
ら

令
和
元
年
11
月
ま
で
の
通
算
15
年

間
、
主
任
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
長
岡
さ
ん
は
、「
い
ろ
ん

な
人
と
出
会
い
、
つ
な
が
り
が
で

き
ま
し
た
。
い
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲表彰を受けた阿部さん▲表彰を受けた長岡さん 　
８
月
19
日
、
南
筑
後
農
政
連
と

Ｊ
Ａ
み
な
み
筑
後
女
性
部
の
み
な

さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、
寄
付
金

の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
２

年
７
月
豪
雨
で
農
作
物
は
大
き
な

被
害
を
受
け
、
そ
の
復
興
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
の
思
い
で
今
回
の

寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。

　

寄
贈
に
際
し
て
、
梶
山
女
性
部

長
は
「
こ
の
よ
う
な
と
き
だ
か
ら

こ
そ
、
組
織
の
力
を
活
か
し
て
、

共
に
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

農業の復興に役立ててほしい
農政連、JA女性部より寄付金の贈呈

▲贈呈の様子

　
８
月
25
日
、
株
式
会
社
ラ
イ
フ・

エ
コ
（
瀬
高
町
大
江
）
の
古
川

哲た
か
ひ
ろ裕
社
長
と
古
川
普ひ
ろ
つ
ぐ紹
会
長
が
市

役
所
を
訪
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
消

毒
液
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。
消

毒
液
は
市
内
の
小
中
学
校
で
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

寄
贈
に
際
し
て
、
松
嶋
市
長
は

「
市
内
で
の
感
染
対
策
の
た
め
、

あ
り
が
た
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

新型コロナ感染拡大を防ぐ
株式会社ライフ・エコより消毒液の贈呈

▲古川哲裕さん（中央）、古川普紹さん（左）　

市
消
防
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
２
台
を
更
新
し
ま
し
た
。
今
回

更
新
し
た
の
は
、
南
第
２
分
団
お

よ
び
水
上
第
１
分
団
の
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
で
す
。
新
し
い
車
両
は
、

み
や
ま
市
消
防
団
と
し
て
初
の
3.5

㌧
未
満
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車（
普

通
自
動
車
免
許
対
応
）
で
機
動
性

と
機
能
性
を
兼
ね
備
え
て
お
り
、

消
火
活
動
や
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に

対
応
で
き
る
も
の
で
す
。
さ
ら
な

る
消
防
力
の
維
持
・
強
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

消防力の維持・強化に努めます
消防団消防ポンプ自動車更新

▲9月13日に車両引き渡しが行われました

　

９
月
12
日
、
ま
い
ピ
ア
高
田
で

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
N
P
O
法
人
全
国
ラ
ジ

オ
体
操
連
盟
指
導
委
員
の
平
井
孝

子
さ
ん
、
田
村
恵
美
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
約
70
人
が
参
加
。「
ラ

身近なことから健康づくり
ラジオ体操講習会

ジ
オ
体
操
」
と
「
み
ん
な
の
体
操
」
に
つ
い
て
、
一
つ
一
つ
の
動
作

の
効
果
や
、
正
し
い
姿
勢
に
つ
い

て
の
説
明
に
、
参
加
し
た
人
た
ち

は
真
剣
に
聞
き
入
り
、
体
を
動
か

し
ま
し
た
。「
日
頃
何
と
な
く
や
っ

て
い
る
よ
り
も
、効
果
を
感
じ
る
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た

平井さん（左）、田村さん（右）

親子で参加

　
９
月
17
日
、
市
防
災
協
会
の
大

塚
会
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
令
和

２
年
７
月
豪
雨
の
被
害
復
興
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
寄
付
金
の
贈
呈

を
行
い
ま
し
た
。
防
災
協
会
に
加

入
し
て
い
る
１
４
６
の
事
業
所
の
善

意
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

大
塚
会
長
は
、「
み
や
ま
市
も

被
害
を
受
け
て
い
る
の
で
、
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。
い
ち
早
い
復
興
の
た
め
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
た
め
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

復興を願っています
市防災協会より寄付金の贈呈

▲贈呈の様子
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情報ステーション
情報ステーション
お知らせ・相談・もよおし

人口動態（令和 2年 8月末現在） 問市民課（℡ 64-1513）

人　口	 36,711 人 ( 前月比 -54)
	 男 17,097 人
	 女 19,614 人
世帯数	 14,524 世帯 ( 前月比± 0)

人口前月比の内訳
	出　生	 14 人
	死　亡	 47 人
	転入等	 54 人
	転出等	 75 人

相
談

人
権
相
談（
無
料
）

【
人
権
何
で
も
相
談
所
】▼
日
時
＝
10
月

21
日
㈬
午
後
１
時
～
４
時
▼
場
所
＝
み

や
ま
市
立
図
書
館
▼
相
談
内
容
＝
い
じ

め
、体
罰
、部
落
差
別
・
男
女
差
別
・
外
国

人
差
別
な
ど
の
差
別
問
題
、家
庭
内（
夫

婦
、親
子
、結
婚
、離
婚
、扶
養
、相
続
な

ど
）・
借
地
借
家
・
相
隣
間
の
も
め
ご
と
・

悩
み
ご
と
な
ど

【
女
性
相
談
所
】▼
日
時
＝
10
月
8
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
3
時
▼
場
所
＝
福
岡

法
務
局
柳
川
支
局
▼
相
談
内
容
＝
原
則

と
し
て
女
性
か
ら
の
相
談
▼
女
性
人
権

擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

【
女
性
の
た
め
の
特
設
人
権
相
談
所
】

▼
日
時
＝
10
月
28
日
㈬
午
前
10
時
～

午
後
3
時
▼
場
所
＝
大
川
市
文
化
セ
ン

タ
ー
▼
相
談
内
容
＝
女
性
の
人
権
に
関

す
る
相
談

【
常
設
相
談
】▼
時
間
＝
午
前
8
時
30
分

～
午
後
5
時
15
分（
土
、日
、祝
日
を
除

く
）▼
相
談
担
当
者
＝
法
務
局
職
員
ま

た
は
人
権
擁
護
委
員
▼
相
談
電
話
番
号

＝
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

問
福
岡
法
務
局
柳
川
支
局

（
℡
７
２
・
２
６
４
０
）

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

集
中
相
談
会（
無
料
）

　

福
岡
県
筑
後
労
働
者
支
援
事
務
所
で

は
、電
話
ま
た
は
面
談
に
よ
る
職
場
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト（
パ
ワ
ハ
ラ
、セ
ク
ハ
ラ
、マ

タ
ハ
ラ
）の
集
中
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。相
談
内
容
に
よ
り
弁
護
士
相
談
も

行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
7
日
㈬
、10
月
8
日
㈭

各
午
前
9
時
～
午
後
8
時（
受
付
は
午

後
7
時
30
分
ま
で
）▼
場
所
＝
福
岡
県

筑
後
労
働
者
支
援
事
務
所（
久
留
米
市

合
川
町
）▼
秘
密
厳
守
▼
予
約
不
要

問
同
事
務
所

（
℡
０
９
４
２
・
３
０
・
１
０
３
４
）

高
次
脳
機
能
障
が
い

出
張
家
族
相
談
会（
無
料
）

高
次
脳
機
能
障
が
い
当
事
者
お
よ
び

家
族
、
支
援
に
携
わ
る
人
を
対
象
と
し

た
家
族
相
談
会
で
す
。

▼
日
時
＝
11
月
13
日
㈮
午
後
2
時
～

4
時
▼
場
所
＝
福
岡
県
柳
川
総
合
庁
舎

（
柳
川
市
三
橋
町
）▼
秘
密
厳
守
▼
要

電
話
申
し
込
み

問
久
留
米
大
学
病
院 

弥や
よ
し吉

（
℡
０
９
４
２
・
３
５
・
３
３
１
１
）

講
習
・
教
室

オ
ス
ト
メ
イ
ト
健
康
教
室

▼
日
時
＝
10
月
11
日
㈰
午
後
2
時
～

4
時
▼
場
所
＝
大
牟
田
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
▼
内
容
＝「
よ
り
良
い
シ
ル
バ
ー

オ
ス
ト
メ
イ
ト
生
活
を
送
る
た
め
に
ス

ト
ー
マ
外
来
へ
行
き
ま
し
ょ
う
」▼
講
師

＝
皮
膚
・
排は
い
せ
つ泄
ケ
ア
認
定
看
護
師 

竹
下

裕
子
氏
▼
対
象
＝
オ
ス
ト
メ
イ
ト
や
そ

の
ご
家
族
な
ど

問（
公
社
）日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福
岡

県
支
部
筑
後
南
分
会 

鈴
木

（
℡
０
８
０
・
１
２
１
５
・
１
０
２
１
）

令
和
2
年
度
危
険
物
取
扱
者

保
安
講
習
追
加
実
施

▼
日
程
＝
11
月
20
日
㈮
▼
時
間
＝【
給

油
】午
前
9
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分

【
そ
の
他
】午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

▼
場
所
＝
文
化
セ
ン
タ
ー
共
同
ホ
ー
ル

（
久
留
米
市
野
中
町
）▼
対
象
＝
危
険

物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
で
、現
に
危
険
物
製
造
所
な
ど
で
危
険

物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
人
の

う
ち
①
平
成
29
年
度
受
講（
平
成
29
年

度
以
前
も
含
む
）後
に
受
け
て
い
な
い
人

②
新
た
に
ま
た
は
再
び
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
日
か
ら

1
年
以
内
の
人
▼
申
し
込
み
方
法
＝
受

講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

▼
申
込
書
提
出
先
＝
福
岡
市
博
多
区
下

呉
服
町
1
‐
15
ふ
く
お
か
石
油
会
館
3

階（
公
社
）福
岡
県
危
険
物
安
全
協
会

▼
受
付
期
限
＝
11
月
4
日
㈬（
消
印
有

効
）▼
受
講
申
請
書
な
ど
は
、市
消
防
本

部
予
防
課
に
置
い
て
い
ま
す
▼
講
習
会

に
は
、危
険
物
取
扱
者
免
状
を
必
ず
お

持
ち
く
だ
さ
い

問
消
防
本
部 

予
防
課 

予
防
係

（
℡
６
２
・
５
９
９
３
）

お
知
ら
せ

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
ま
し
ょ
う

　

令
和
2
年
10
月
1
日
か
ら
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
予
防
接
種
が
定
期
接
種

に
な
り
ま
す
。令
和
2
年
8
月
1
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
が
対
象
で
す
。重
症

胃
腸
炎
の
予
防
の
た
め
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
し
ょ
う
。詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
健
康
づ
く
り
課 

健
康
係

（
℡
６
４
・
１
５
１
５
）

児
童
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

▼
振
り
込
み
日
＝
10
月
15
日
㈭
▼
支
給

対
象
月
＝
6
月
、7
月
、8
月
、9
月
分

▼
指
定
口
座
を
確
認
く
だ
さ
い

問
子
ど
も
子
育
て
課 

子
ど
も
子
育
て
係

（
℡
６
４
・
１
５
３
５
）

原
爆
被
爆
者
二
世
の
方
の
た
め
の

無
料
健
康
診
断

▼
日
時
＝
10
月
1
日
㈭
～
令
和
3
年

2
月
26
日
㈮（
土
・
日
・
祝
日
、年
末
年

始
を
除
く
）午
後
1
時
30
分
～
3
時
▼

場
所
＝
よ
し
や
ま
内
科（
ほ
か
42
医
療

機
関
）▼
詳
し
く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
県
が
ん
感
染
症
疾
病
対
策
課
難
病
等
助

成
係（
℡
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
６
７
）

若
年
性
認
知
症
交
流
会（
無
料
）

　

若
年
性
認
知
症
の
人
お
よ
び
そ
の
家

族
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換
を
目
的
と

し
た
交
流
会
で
す
。お
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
14
日
㈯
午
後
1
時
～

3
時
▼
場
所
＝
大
牟
田
労
働
福
祉
会
館

（
大
牟
田
市
笹
林
町
）▼
定
員
＝
50
人

▼
要
電
話
申
し
込
み
▼
申
込
期
限
＝
11

月
13
日
㈮

問
福
岡
県
若
年
性
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー（
℡
０
９
２
・
５
７
４
・
０
１
９
６
）

10
月
11
日
か
ら
20
日
は

「
全
国
地
域
安
全
運
動
」期
間
で
す

 

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
、

み
ん
な
で
作
り
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
の
重
点
】

▼
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

▼
特
殊
詐さ

ぎ欺
の
被
害
防
止

問
柳
川
・
み
や
ま
地
区
防
犯
協
会

（
℡
７
４
・
３
３
１
６
）

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

「
自
賠
責
保
険
・
共
済
」

　

交
通
事
故
は
、被
害
者
に
と
っ
て
も
加

害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果
を
も
た

ら
す
も
の
で
す
。

　
「
自
賠
責
保
険
・
自
賠
責
共
済
」は
、

万
一
の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、自
動
車
損

害
賠
償
保
障
法
に
基
づ
き
、原
動
機
付

自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。自
賠
責

保
険
・
共
済
な
し
で
の
運
行
は
法
令
違

反
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
国
土
交
通
省
九
州
運
輸
局
福
岡
運
輸

支
局（
℡
０
９
２
・
６
７
３
・
１
１
９
１
）

令
和
2
年
度
福
岡
県

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
月
間

薬
物
乱
用
は「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　

10
月
1
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
2

カ
月
間
は
、麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止

月
間
で
す
。麻
薬
、覚
せ
い
剤
、大
麻
、シ

ン
ナ
ー
お
よ
び
危
険
ド
ラ
ッ
グ
な
ど
の

乱
用
は
、乱
用
者
個
人
の
心
身
を
む
し

ば
む
ば
か
り
で
な
く
、各
種
犯
罪
の
誘
因

と
な
る
な
ど
、周
り
の
人
の
社
会
生
活
に

著
し
い
弊へ

い
が
い害
を
及
ぼ
し
ま
す
。薬
物
乱

用
問
題
に
対
す
る
認
識
を
高
め
、薬
物

乱
用
を
絶
対
に
許
さ
な
い
社
会
環
境
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問
福
岡
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
総
務
企
画
課（
℡
７
２
・
２
１
１
１
）

高
速
バ
ス
の
バ
ス
停
が
休
止
さ
れ
ま
す

　

令
和
元
年
12
月
1
日
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
西
鉄
バ
ス
大
牟
田
㈱
の
高
速
バ
ス

「
福
岡
空
港
～
大
牟
田 

み
や
ま
市
役

所
入
口
」バ
ス
停
が
令
和
2
年
10
月
1

日
で
休
止
さ
れ
ま
す
。

▼
休
止
バ
ス
停
＝「
み
や
ま
市
役
所
入
口
」

▼
休
止
日
＝
10
月
1
日
㈭

問
西
鉄
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
５
７
０
・
０
０
・
１
０
１
０
）

広告広告

10月の納税・使用料（納付書・口座振替で納める方）

◎市営住宅使用料
◎駐車場使用料
◎浄化槽使用料
◎水道料
◎介護保険料

◎後期高齢者医療保険料
◎保育料
◎国民健康保険税
◎市県民税

口座振替日　10月26日㈪

問・・・問い合わせ先、申し込み先　市外局番「0944」は省略しています

みやま市長杯将棋大会中止のお知らせ
　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、毎年
10月に開催していた「みやま市長杯将棋大会」を中止
します。

問日本将棋連盟山三みやま支部 坂井（℡67-3180）
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情報ステーション
情報ステーション
お知らせ・相談・もよおし

つ
ど
い
の
広
場
子
育
て
講
習
会

【
大
切
な
子
ど
も
た
ち
へ
】▼
日
時
＝
10

月
20
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
正
午
▼
場

所
＝
あ
た
ご
苑
▼
講
師
＝
久
留
米
少
年

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
少
年
育
成
指
導
員 

東
智
夏
子
氏
▼
対
象
＝
未
就
学
児
の
保

護
者
や
興
味
が
あ
る
人
15
人（
要
予
約
）

▼
託
児
＝
要
申
し
込
み（
無
料
・
定
員

あ
り
）▼
持
っ
て
く
る
も
の
＝
託
児
用
品

（
着
替
え
、お
む
つ
、飲
み
物
な
ど
）、飲

み
物（
参
加
者
用
）

問
つ
ど
い
の
広
場（
℡
２
２
・
５
０
０
０
。

月
～
金
。午
前
10
時
～
午
後
4
時
）

緑
化
講
習
会（
無
料
）

【
庭
木
の
剪せ
ん
て
い定
と
管
理
】▼
日
時
＝
11
月

7
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～
4
時
▼
場
所

＝
大
牟
田
市
手
鎌
地
区
公
民
館
▼
定
員

＝
20
人（
先
着
順
）▼
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
申
し
込
み
▼
申
込
期
限
＝
11
月

6
日
㈮

問
福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー（
月
曜
休
館
）

（
℡
０
９
４
３
・
７
２
・
１
１
９
３
）

（
Fax
０
９
４
３
・
７
２
・
１
５
５
８
）

試
験

砂じ
ゃ
り
さ
い
し
ゅ

利
採
取
業
務
主
任
者
試
験

▼
試
験
日
＝
11
月
13
日
㈮
▼
場
所
＝
福

岡
県
吉
塚
合
同
庁
舎（
福
岡
市
博
多
区
）

▼
申
込
期
限
＝
10
月
16
日
㈮
午
前
10
時

～
正
午
▼
受
験
料
＝
８
１
０
０
円
▼
申

し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
県
商
工
部
工
業
保
安
課

（
℡
０
９
２
・
６
４
３
・
３
４
３
８
）

募
集

柳
川
山
門
医
師
会

看
護
高
等
専
修
学
校
生
徒
募
集

【
学
校
見
学
会
】▼
日
時
＝
10
月
18
日
㈰
午

後
2
時
～（
受
付
＝
午
後
1
時
30
分
～
）

【
社
会
人
入
試
】▼
試
験
日
＝
11
月
8
日

㈰
▼
資
格
＝
20
歳
以
上
の
人（
平
成
13

年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）▼

試
験
科
目
＝
作
文
・
面
接
▼
出
願
期
間

＝
10
月
16
日
㈮
～
11
月
5
日
㈭

【
一
般
入
試
】▼
試
験
日
＝
12
月
5
日
㈯

▼
資
格
＝
中
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
人

（
年
齢
不
問
）▼
試
験
科
目
＝
国
語
・
数

学
・
作
文
・
面
接
▼
出
願
期
間
＝
11
月
24

日
㈫
～
12
月
3
日
㈭

問
同
校（
℡
７
２
・
８
０
８
６
）

大
牟
田
医
師
会
看
護
専
門
学
校

生
徒
募
集

【
准
看
護
科
・
看
護
科
】▼
試
験
日
＝
11

月
7
日
㈯
▼
出
願
期
間
＝
10
月
26
日
㈪

～
11
月
4
日
㈬
▼
申
し
込
み
方
法
な
ど

詳
し
く
は
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
同
校（
５
２
・
７
６
９
８
）

問・・・問い合わせ先、申し込み先　市外局番「0944」は省略しています

講
習
・
教
室

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
な
ど
の

養
育
費
相
談
・
就
業
支
援

【
弁
護
士
相
談（
無
料
）】▼
日
時
＝
10

月
7
日
㈬
、11
月
4
日
㈬
。各
午
後
１

時
～
3
時
。10
月
14
日
㈬
、10
月
28
日

㈬
。各
午
後
6
時
30
分
～
8
時
30
分
▼

先
着
順
各
4
人【
講
習
会（
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）】▼
日
時
＝
11
月

1
日
㈰
～
令
和
3
年
1
月
10
日
㈰
の

間
の
日
曜
午
後
の
8
日
間（
11
月
21
日

の
み
土
曜
）。各
午
後
1
時
～
5
時
▼

定
員
＝
20
人
▼
受
講
料
＝
無
料（
教
材

費
・
検
定
料
の
一
部
は
自
己
負
担
）▼
申

込
期
限
＝
10
月
12
日
㈪

問
福
岡
県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１
）

親
子
教
室
の
公
開
講
座
を開

催
し
ま
す

　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

「
親
づ
く
り
と
子
育
て
支
援
」を
目
的

と
し
た
親
子
教
室
の
公
開
講
座
で
す
。

▼
講
師
＝
福
岡
県
専
任
派
遣
講
師 

置お
き
あ
ゆ鮎
正
則
氏
▼
内
容
＝「
乳
幼
児
と
メ

デ
ィ
ア
に
つ
い
て（
ス
マ
ホ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

の
実
情
と
課
題
）」▼
日
時
＝
10
月
12
日

㈪
午
前
10
時
～（
1
時
間
程
度
）▼
場
所

＝
ま
い
ピ
ア
高
田

問
社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係

（
℡
３
２
・
９
１
８
０
）

ご存じですか「児童の権利に関する条約」

　1989年の国際連合総会で採択され、我が国で
は1994年に発効した「児童の権利に関する条約」
は、18歳未満のすべての子どもの権利や自由を尊
重し、子どもに対する保護と援助を図り、その健や
かな成長や幸せのためにつくられたものです。
　子どもの権利を守りましょう。

【条約の主な内容】
■ 子どもは教育を受けることや遊ぶことが認めら　　
　れるべきこと
■子どもは自由に考え、信じることが認められるべ

　きこと
■家庭環境に恵まれない子どもに保護と援助が与

　えられるべきこと
■ 子どもはあらゆる差別や暴力、虐待などの不当

　な扱いから守られるべきこと

問県私学振興・青少年育成局政策課
（℡092-643-3134）

エアゾール式簡易消火具の不具合に係る注意喚起

　ヤマトプロテック株式会社製のエアゾール式簡易消火具
の一部で、製造工程上の不具合を原因とした内部腐食の進
行により、大きな音を伴う破裂事故などが発生しています。

製造ロット番号 品質保証期間
KO331 2005.01
KO331 2005.02
KN326 2005.02
KD317 2005.03
K1426 2005.04
K2407 2005.05
K2420 2005.05
K3407 2005.06
K3419 2005.06
K4422 2005.07
K7424 2005.10

■対象商品
ヤマトボーイKT

製造ロット番号 品質保証期間
KN301 2005.02
KN322 2005.02
KD319 2005.03
K1425 2005.04
K2408 2005.05
K2421 2005.05
K3406 2005.06
K3418 2005.06
K4423 2005.07
K7425 2005.10

FMボーイK

問ヤマトプロテックお客様相談窓口（℡0120-801-084）

ハローワーク大牟田求人情報
　みやま市内の求人情報を抜粋して掲載しています。詳しい情報を知りたい方、面接を希望される方、求人のご相談は、ハロー
ワークへ問い合わせください。

求人番号 求人者名 雇用形態 職種 採用人数 賃金（万円） 仕事内容

6319501 有限会社
大津山運送 正社員 大型トラック運転手 1 20.0～30.0 鉄筋、鋼材、コンクリートの輸送　※要大型自動車運転免許

6385001 NPO法人こころ 正社員 介護支援専門員 1 20.0 ケアマネージャー業務、介護業務　※要介護支援専門員（ケア
マネージャー）・普通自動車運転免許（AT限定可）

■有効求人倍率　7月＝1.00倍（前月0.99倍）

※なお、紹介は随時行っておりますので、採用済みとなっている場合がございます。あらかじめ、ご了承ください。
問ハローワーク大牟田（大牟田公共職業安定所）　（℡53-1551）

Ｊ
Ａ
み
な
み
筑
後
ナ
ス
お
よ
び
農
産
物

生
産
管
理
な
ど
の
パ
ー
ト
募
集

▼
作
業
内
容
＝
ナ
ス
・
そ
の
他
農
作
物

に
関
す
る
農
作
業
全
般（
収
穫
や
調
整
、

手
入
れ
な
ど
）▼
賃
金
＝
時
給
８
４
２

円
～
▼
勤
務
時
間
＝
原
則
午
前
8
時
～

午
後
5
時
の
間
で
4
～
8
時
間
▼
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
Ｊ
Ａ
み
な
み
筑
後
無
料
職
業
紹
介
所

（
℡
６
３
・
８
８
１
３
）

（
公
社
）大
牟
田
法
人
会「
地
域
社
会

貢
献
活
動
」対
象
事
業
募
集

　
（
公
社
）大
牟
田
法
人
会
で
は
、地
域

社
会
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る
た

め
、地
域
社
会
貢
献
活
動
へ
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。令
和
3
年
度
の
対
象
事
業

を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
み
や
ま
市
内
で
地
域
社
会
と

の
共
生
を
目
指
し
た
社
会
貢
献
活
動
に

取
り
組
む
団
体
▼
助
成
内
容
＝
み
や
ま

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
に

対
し
、当
該
事
業
費
の
一
部
も
し
く
は
全

額（
上
限
10
万
円
）▼
応
募
期
限
＝
11
月

2
日
㈪
▼
応
募
方
法
＝
申
請
書
を
提
出

（
様
式
は
大
牟
田
法
人
会
ま
た
は
同
会

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）▼

大
牟
田
法
人
会
み
や
ま
支
部
役
員
に
よ

る
書
類
審
査
を
行
い
ま
す

問
同
会（
５
1
・
７
５
６
４
）

　広報に掲載している記事は9
月24日時点で作成しています。
新型コロナウイルスの影響で、掲
載している内容などが変更にな
る場合があります。
　市ホームページ、または問い合
わせ先で確認してください。

◀市ホームページ

10月は「里親月間」です
　里親とは、さまざまな事情により、自分の家庭で生活するこ
とができなくなったお子さんを、自らの家庭にあたたかく迎え
入れて、養育をしてくださる人のことです。里親について知り
たい人や里親を希望される人は、相談ください。

問大牟田児童相談所（℡54-2344）

　今年度のみやま市戦没者追悼式は、新型コロナウイルス
感染拡大防止のため、10月21日㈬に参列者を限定して実施
します。一般の方は参列を遠慮いただくとともに、ご理解のほ
どよろしくお願いします。

問福祉事務所 福祉総務・障がい福祉係（℡64-1530）

戦没者追悼式についてのお知らせ

お
さ
そ
い

10
月
18
日（
10
月
第
3
日
曜
）

乳
が
ん
検
査
を
受
診
で
き
ま
す

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
．Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｈ（
日

本
乳
が
ん
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
）が
呼
び

か
け
て
い
る「
10
月
第
3
日
曜
日
に
全
国

ど
こ
で
も
乳
が
ん
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

検
査
が
受
診
で
き
る
環
境
づ
く
り
」へ
の

取
り
組
み
で
す
。

▼
日
時
＝
10
月
18
日
㈰
午
前
9
時
～

午
後
4
時
30
分
▼
場
所
＝
ヨ
コ
ク
ラ
病

院
▼
料
金
＝
5
千
円（
住
民
健
診
や
そ

の
他
の
ク
ー
ポ
ン
券
も
利
用
で
き
ま
す
）

▼
申
込
期
限
＝
10
月
16
日
㈮
午
後
5
時

（
当
日
受
け
付
け
も
可
能
で
す
が
、お

待
ち
い
た
だ
く
場
合
や
お
引
き
受
け
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）▼
当
日
は

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
の
み
実
施
。後

日
、結
果
説
明
と
診
察
で
来
院
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す

問
ヨ
コ
ク
ラ
病
院（
℡
２
２
・
５
８
１
１
）

　下記対象商品をお持ちの
人は、ヤマトプロテックお客様
相談窓口まで連絡ください。
※キャップと安全ロックがつ
いている商品は対象外です。

▲ヤマトボーイKT ▲FMボーイK
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みんなの幸せ願って

　
私
は
毎
年
、平
和
の
大
切
さ
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

　
七
十
五
年
前
、広
島
、長
崎
に
原
爆

が
落
と
さ
れ
、広
島
で
は
十
六
万
六
千

人
、長
崎
で
は
七
万
四
千
人
も
の
人
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。生
き
残
れ
た
と
し

て
も
、家
族
が
い
な
か
っ
た
り
、一
人

ぼ
っ
ち
に
な
っ
た
り
し
て
悲
し
む
人
が

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　
若
者
や
子
ど
も
た
ち
に
平
和
へ
の

思
い
を
伝
え
て
き
た
近
藤
紘
子
さ
ん

に
よ
る
と
、目
や
口
の
周
り
の
皮
が
め

く
れ
、閉
じ
ら
れ
な
い
人
が
た
く
さ
ん

い
た
そ
う
で
す
。私
が
も
し
戦
争
時
代

に
い
た
ら
、こ
わ
い
思
い
や
悲
し
い
思

い
を
た
く
さ
ん
し
た
と
思
い
ま
す
。私

は
毎
年
、戦
争
は
人
の
人
生
を
変
え
て

し
ま
う
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
私
は
、平
和
の
大
切
さ
を
考

え
る
中
で
人
権
に
つ
い
て
も
考
え
ま
し

た
。な
ぜ
な
ら
戦
争
は
最
大
の
人
権
侵

害
だ
か
ら
で
す
。そ
の
戦
争
と
同
じ
よ

う
に
い
じ
め
や
差
別
は
絶
対
に
し
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。い
じ
め
は
、苦

し
い
し
悲
し
い
し
、さ
れ
た
人
は
毎
日

不
安
な
気
持
ち
で
暮
ら
さ
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。ま
た
、差
別
も
い
じ
め

と
同
じ
で
す
。差
別
を
さ
れ
る
と
、人

を
信
じ
ら
れ
な
い
日
々
を
過
ご
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。苦
し
い
思
い
を
だ
れ
に

も
相
談
で
き
ず
、思
い
を
た
め
て
し
ま

う
と
生
き
て
い
ら
れ
な
く
な
る
と
思
い

ま
す
。い
じ
め
や
差
別
は
戦
争
の
よ
う

に
、人
の
命
を
う
ば
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
私
は
、人
種
や
男
女
関
係
な

く
平
等
に
接
す
る
こ
と
が
一
番
大
切

だ
と
考
え
ま
す
。苦
手
な
人
だ
か
ら
話

さ
な
い
と
か
、無
視
す
る
と
い
う
の
は

平
等
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。相
手
が

嫌
が
る
こ
と
を
し
た
ら
、そ
れ
は
も
う

い
じ
め
で
あ
り
差
別
に
な
る
の
で
す
。

国
と
国
と
の
こ
と
も
同
じ
で
す
。日
常

生
活
で
と
な
り
の
席
の
人
を
大
事
に

す
る
心
や
男
女
仲
良
く
差
別
せ
ず
平

等
に
接
す
る
心
は
、世
界
の
と
な
り
の

国
の
人
々
を
大
切
に
す
る
心
と
同
じ

な
の
で
す
。

　
だ
か
ら
私
は
こ
れ
か
ら
も
、身
近
な

人
を
大
切
に
し
、平
等
に
接
し
て
い
く

心
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。そ
し
て
、い
つ
ま
で
も
平
和
で
平
等

な
世
界
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
先
生
の
コ
メ
ン
ト
】

　
堀
有
那
さ
ん
は
、普
段
か
ら
男
女
や

学
年
な
ど
関
係
な
く
誰
に
で
も
優
し
く

接
し
て
い
る
、と
て
も
思
い
や
り
の
あ

る
児
童
で
す
。今
回
は
、毎
年
行
わ
れ

て
い
る
平
和
学
習
と
人
権
問
題
と
を

関
連
づ
け
て
考
え
を
深
め
て
い
ま
す
。

「
戦
争
が
最
大
の
人
権
侵
害
で
あ
る
」

と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
か
ら
、自
分
の

普
段
の
生
活
レ
ベ
ル
に
視
点
を
落
と

し
、い
じ
め
や
差
別
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
身
近
な
人
、そ
し
て
自

分
を
大
切
に
し
な
が
ら
、歩
ん
で
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て

南
小
学
校
　
六
年
　
堀
　
有あ
り
な那

　
9
月
3
日
、み
や
ま
市
男
女
共
同
参
画
推
進

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
賞
作
品
お
よ
び
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
最
優
秀
賞

た
ち
あ
が
れ 

男
女
参
画 

未
来
へ
と

西
尾 

恵
美

▽
優
秀
賞

家
事
介
護
、子
育
て 

家
族
で
ワ
ン
チ
ー
ム

野
口 

千
賀
子

手
を
取
り
合
い 

み
ん
な
で
つ
な
ご
う

参
画
社
会
　
　
　
　
　
　
　
　    

西
尾 

恵
美

▽
入
選

コ
ロ
ナ
の
た
め 

パ
パ
の
料
理 

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

ボ
ク
も
手
伝
い 

ハ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー藤

吉 

豊
子

母
介
護
、夫
と
二
人
で
協
力
分
担

野
口 

千
賀
子

お
父
さ
ん
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ 

作
る
度
に

お
い
し
さ
増
し
て
家
族
の
笑
顔
共
同
参
画

廣
田 

ノ
リ
子

言
葉
に
終
わ
ら
ぬ
共
同
参
画
、

自
分
で
や
ろ
う
み
や
ま
の
生
活
　  

紙
田 

和
保

共
同
参
画 

寄
り
添
い
合
う 

家
族
か
ら
始
め
よ
う

大
橋 

渡

み
ん
な
で
智
恵
を
し
ぼ
り 

や
る
気
で
や
れ
ば

ま
る
く
治
ま
る 

共
同
参
画
　
　
　
　
大
橋 

渡

　
新
車
・
中
古
車
販
売
や
自
動
車
整
備
、ロ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
な
ど
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る『
猪
口
自
動
車
』。以
前
は
デ
ィ
ー

ラ
ー
社
員
と
し
て
新
車
販
売
の
営
業
の
み
を

し
て
い
た
猪
口
真
治
さ
ん
。販
売
す
る
だ
け

で
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、実
家
で
あ
る
自
動
車

会
社
で
営
業
に
励
ん
で
い
る
。

「
国
内
全
メ
ー
カ
ー
の
車
種
を
取
り
扱
っ
て

お
り
、メ
ー
カ
ー
ご
と
の
機
能
な
ど
を
一
つ
一

つ
理
解
し
て
い
ま
す
。覚
え
る
こ
と
は
大
変
で

す
が
、新
し
い
技
術
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
、

こ
の
仕
事
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
」

お
客
様
の
心
に
寄
り
添
う

「
お
客
様
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
も
の
は
異

な
っ
て
く
る
の
で
、柔
軟
な
対
応
と
知
識
が

必
要
で
す
。ま
た
、お
客
様
を
第
一
に
考
え
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。デ
ィ
ー
ラ
ー
時
代
の
経

験
が
活
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　
接
客
の
際
は
、お
客
様
の
話
を
よ
く
聞
き
、希

望
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

「
在
庫
が
な
い
車
の
注
文
を
受
け
た
と
き
は
、業

者
専
用
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
場
か
ら
仕
入
れ
ま

す
。車
が
見
つ
か
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、販
売
か
ら
整
備
ま
で
、お
客
さ
ま

と
長
く
お
付
き
合
い
が
で
き
る
と
実
感
で
き
た

と
き
が
う
れ
し
い
で
す
」

自
動
車
の
魅
力
を
伝
え
た
い

　
今
後
の
目
標
は
、お
客
様
に
車
の
魅
力
を
よ

り
伝
え
る
営
業
を
し
て
い
く
こ
と
。特
に
若
い
人

た
ち
に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
語
る
。

「
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
車
、そ
し
て
車
を
活

か
し
た
趣
味
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
を

通
し
て
、興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。車

の
こ
と
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
も
、気
軽

に
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

　『
猪
口
自
動
車
』の
強
み
は
、車
の
販
売
か
ら

サ
ポ
ー
ト
ま
で
、ト
ー
タ
ル
で
対
応
で
き
る
こ
と

と
話
す
猪
口
さ
ん
。会
社
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、よ
り
満
足
度
の
高
い
カ
ー

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

猪口　真治さん

自動車サービス業

（38 歳）

いのぐち　しんじ
商工会青年部、消防団に所属。
２児の父で子育ても奮闘中。
瀬高町文廣。
【みやまにひとこと】
人情味がある町で、子育てする
のに良い環境だと思います。
【好きな言葉】
百聞は一見に如かず 

み
や
ま
文
芸

青
門
瀬
高
俳
句
会

巻
き
戻
し
き
か
ぬ
現う
つ

し
世
つ
づ
れ
さ
せ吉

岡
　
木
骨

偲
ぶ
こ
と
は
す
ま
じ
机
上
の
秋
扇

高
橋
　
花
杖

銀
漢
の
い
よ
い
よ
遠
し
人
も
ま
た

池
田
　
芳
水

教
室
で
明
か
す
一ひ
と
よ夜
や
台
風
裡

高
巣
　
幸
子

暗
闇
に
季
の
動
き
お
り
虫
の
声

阿
部
　
和
子

大
空
を
転
が
し
て
い
る
芋
の
露

戸
塚
貴
美
代

と
ん
ぼ
う
の
姿
正
し
く
止
ま
り
け
り

橋
本
美
恵
子

誕
生
日
は
秋
の
信
州
蝶
ヶ
岳

河
野
　
辰
男

み
や
ま
短
歌
会

春
立
ち
て
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
沈
み
お
り

進
学
決
ま
る
も
入
学
式
は
な
く

宮
本
　
明
生

二
メ
ー
ト
ル
毎
の
足
の
型
の
上
に
い
て

妻
と
離
れ
て
買
い
物
を
待
つ

松
尾
　
逸
央

こ
も
り
居
て
昭
和
の
頃
に
思
い
馳
せ

ミ
シ
ン
を
踏
め
ば
過
ぐ
る
は
早
し

中
村
　
智
美

昼
ま
見
し
歩
道
の
羽
は
山
鳩
と

ね
ぐ
ら
思
ひ
ぬ
寝
入
る
時
の
ま

西
村
　
嘉
彦

幼
な
言
う
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
す
ご
い
よ
」

解
っ
て
い
る
や
ら
わ
が
入
選
歌

三
栗
野
ミ
ユ
キ

みやまに生きる
人
ひと

vol.119

令和2年度 みやま市男女共同参画推進キャッチフレーズ表彰式

受賞者の皆さん

問人権・同和対策室
（℡64-1544）


	01表紙-24HAPPY BIRTHDAYみやまっ子
	02-03特集（高齢者支援）
	04-05みやまinfo
	06-07みやまinfo
	08-09みやまinfo
	10まなびの教室-11図書館通信
	12-13お知らせカレンダー
	14健康だより-15みやま市と環境
	16-17まちのわだい
	18-19情報ステーション
	20-21情報ステーション
	22人権作文-23みやまに生きる

